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●教育情報専門・教員専用の会員制サイト
入会金・会費などが無料の教育資料専門情報サイトです。先生
をサポートする教材・資料，全国の高校の先生方による実践事
例・教材研究など，信頼性の高いコンテンツの宝庫です。

●東書メール
毎月，1か月間の新着情報を見やすく整理して，
会員にEメールでお知らせしています。毎月1
回，第2金曜日発行

高等学校　家庭の広場

※東書Eネットへのご入会は，パソコンから東
書Eネットへアクセスしていただき，「入会手続
き」ページよりオンライン登録をしていただく
か，同ページから入会申込書を印刷していた
だき，必要事項をご記入の上，FAXまたは郵送
で東書Eネット事務局へお送りください。

先生のための教育情報サイト

東京書籍（株）　教育情報センター
ブランディングメディアチーム

Eメール：net-contact@tokyo-shoseki.co.jp

家庭科
教材のご案内

2025年度 高等学校
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実践事例 シラバス案・評価規準例

機関誌 ニューサポート高校「家庭」（年１回発行）

イ 学習指導案（５時間目／ 時間中）

北海道札幌北高等学校 普通科 ２年 組 生徒数 名 （男子 名・女子 名）

実施日：令和４年（ 年） 月 日（ ） 時間目

科科目目：：「「家家庭庭基基礎礎」」のの本本時時のの学学習習指指導導案案

単 元 名 Ｃ 持続可能な消費生活・環境
（題材名） （１） 生活における経済の計画

学
習
目
標

家計管理の重要性を理解し、収入と支出
のバランスやリスク管理の必要性を踏まえた
うえで、資産形成の視点を持ち、将来に備え
た経済計画が考察できる。本時の展開 ５時間目 単元 ７時間

指導過程
学習項目

時
間 指 導 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価 規 準

【観点】

導
入

一
斉
学
習

５
分

・学習内容の確認

・ワークの説明

・本時の学習内容やね
らいを理解する。

※事前にグループワーク
の形にしておく
（ 班 ～ 名構成）

・本時の目標と学習内容
を理解することで見通
しを持たせる。

展

開

協
働
学
習

分

・のび太のライフデ
ザインをグループ
で検討、まとめ、発
表させる。

・のび太の理想のライ
フデザインを実現す
るため、各年代におけ
る必要な事柄やライ
フイベント、それに係
る金額について各班
で予想する。

・端末を使用し、
やス

ライドで予想した内容
をまとめる。

・まとめた内容を発表
する。

・生涯を見通した生活に
おける経済の管理や計
画の重要性について、
ライフステージの特徴
やリスク等と関連付け
て考えさせる。

・班ごとに活発な意見交
換ができるよう配慮す
る。

・発表は、 班 分程度と
なるよう留意させる。

一
斉
学
習

分

・ワーク後解説

・家計資産のマネジ

メントについて

・理想とするライフデザ
インの実現には、給与
の他、保険や金融リテ
ラシーの活用が必要
であることを理解す
る。

・ライフデザインを考え
る上での資産形成の
重要性や、金融商品
の種類と留意点につ
いて理解する。

金利、利息
単利と複利
株式、債券
投資信託
投資の つのルール

・ライフプランシュミレー
ションを示し、収入と支
出は連動して増減しな
いことや、それに対す
る具体の対策を示す。

・金利の計算や投資の
クイズをとおして、扱う
際の留意点も分かりや
すく理解させる。

ま

と

め

一
斉
学
習

分

・振り返り

・次時の学習内容の
把握

・ で、
振り返りを行う

・ワークシートへの記入
と提出

・授業時間内に の送
信やワークシートを提出で
きない生徒は、本日中に
提出する旨を伝える。

思
考
・
判
断
・
表
現

評価方法
ワークシート

・理想とするライ
フデザイン実現
のための経済計
画を考えること
ができる。

担当教諭： 松本 奈巳

使用教科書：家庭基礎 自立・共生・創造

（東京書籍）

ウ 上記授業における 端末の活用について

ｱ 、 によるグループワーク・発表

本授業では、生徒が導入としてアニメの主人公をモデル

に「理想の人生」を実現するためのライフイベントやそれに

かかる経費、その経費の出所等をグループで考え、発表を

行った。先に示した高齢者分野の授業もそうだが、グループ

ワークの内容を発表する際には、この２つを併用して活用す

ることで、短い時間であっても、時間の使い方がスムーズに

なり、グループの人数に関わらず自分の意見を反映・全体

で共有しやすいという利点がある。

ｲ による振り返り

授業の最後に で 問、理解度を測るテストを実施した。これは、生徒も解答後すぐにその

結果が分かり、各自で振り返りが行えるのが利点である。生徒は皆真剣に授業を受けていたものの、 の正

解率が 割を切っていることが分かる。消費者教育・金融教育については、外部機関との連携や外部人材

の活用等の工夫に努めることが求められているが、イベント事で終わらないように、事前に授業のねらいや

定着させたい知識等を関係機関と確認・共有することが大切であることを改めて感じた。

【 ～ライフマネジメント振り返り より】

①充実した人生を過ごすための「ライフプラン」を考える

ときに、最も適切なのはどれか。

◎ 将来、家族・住まい・仕事などをどうしたいか

× 自分の貯蓄について、常に把握しておくこと

× これから株価が上がりそうな会社を知っておくこと

②お金を準備する方法に「資産運用」があり、「貯蓄」と

「投資」の２つの方法がある。その方法と説明の組合

せが正しいものを選べ。

× 〔貯蓄〕元本が保証されていない方法

× 〔投資〕預金や貯金よりも安全性を重視した方法

◎ 〔投資〕お金を増やすことに重点を置いた方法

③次の金融商品のうち、一般的にハイリスクな商品は？

× 預貯金

× 債権

◎ 株式

．．おおわわりりにに

本校で使用している の活用が中心の実践紹介となりましたが、このよ

うな 端末の活用により、スピーディー且つ効率的に獲得したコンテンツ（知識や技能）を当事者として使い

こなし、他者と思考を共有しながら、現実の課題解決に働かせるという学びのスタイルを形成しやすくなると感じ

ています。また、そのプロセスを評価できるようなポートフォリオの作成も検討しており、今後もツールとしての

端末を利活用しながら、学びの転換・深化につなげたいと考えています。

【【家家庭庭総総合合（（家家総総701））】】シシララババスス・・年年間間指指導導計計画画案案 ※内容により，同じめあてが重複して複数箇所に入っている場合があります。

科目 単位数

家庭総合 4

知識・技能 思考・判断・表現

生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境など
について科学的に理解しているとともに，それらに係る技能を体験的・総合的に身に付けている。

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の
中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的な根拠
に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

知 思 態

1 家庭科の学び方 A～D 見返し1-2 1

2 ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 D 4～9 1

3

4

5 2目標を持って生きる 16～19 1 ・生活課題に対して意思決定を行う重要性を理解し，歩みたい人生の目標を描く。 〇 〇

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 6これからの経済生活 C(3) 250～251 1
・大きく変化する世界経済の中で家計をマネジメントする力をつけるため，家計と地域経済・国民経
済・国際経済のつながりについて理解する。
・どうすれば持続可能な経済成長が実現できるか考えて実践しようとする。

〇 〇

21

22

23 2一人一人の力で社会を動かす 256～259 1
・持続可能な社会を構築するために，持続可能な消費や生活について理解し，ライフスタイルを工
夫する。
・一人の主体者として，社会全体をよりよい方向に動かしていこうとする。

〇 〇

24
巻頭・各章末
ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

・生活に生かそう
・各章末「ホームプロジェクト」

D 4～9 1 1
・ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活動の意義と実施方法について理解する。
・自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生活上の課題を設定し，解決方法を考え，計画を立
てて実践しようとする。

・発表形式や時期を工夫する。 ●夏休みの宿題（または
冬・春休みや学期中に実
施）
・ホームプロジェクト 〇 〇 〇

3

・持続可能なライフスタイルの実現に向けて，身近な生活と環境との関わりについて理解する。
・日常生活から持続可能性に関わる問題を考えさせ
る。
・持続可能な社会を構築するために，できることを考え
させる。
・（SDGsとの関連）１～17
・（連携）NPO法人，学校家庭クラブ活動等
・（章の関連）第１，６～９，10～11章
・（他教科・科目関連）地理総合，歴史総合，日本史探
究，世界史探究，公共，倫理，政治・経済，生物基礎，
生物，保健

〇

〇

7月

第10章
持続可能な生活を営む

1持続可能な社会を目指して

C(3)

252～255 2

・生涯を見通して家計をマネジメントする力をつけるため，家計の構造やリスクを踏まえた金融資産
のマネジメントについて理解する。

〇

〇

6月
4生涯の経済生活を見通す 242～243 2

・生涯安定した経済生活を営めるように，経済的自立の重要性や生涯を見通した働き方について
理解する。

〇 〇

5月

2購入・支払いのルールと方法 234～237 3
・毎日の生活におけるさまざまな契約について理解する。
・販売方法や支払い方法が多様化する中で責任ある消費行動が取れるよう，契約の重要性につい
て理解する。

〇

3消費者の権利と責任 238～241 2

・消費者には権利と責任があることを理解する。
・消費者問題を予防し適切に対応できるよう，消費者保護制度について理解する。
・消費者の権利と責任の変遷を踏まえて，どうすれば消費者市民社会が実現できるか考えて実践
しようとする。

〇

〇

第1章
生涯を見通す

1人生を展望する

A(1)

10～15 2

3

〇

〇

〇

第9章
経済生活を営む

1情報の収集・比較と意思決定

C(2)

230～233 2

15

・自立した責任ある消費者として，よりよい意思決定ができるよう，現代の消費生活における意思
決定の重要性と情報の活用について理解する。

・実生活の家計の収支を認識させる。
・日常のニュースから実際に起こっている消費者問題を
集めさせる。
・消費者市民社会の一員として，できることを考えさせ
る。
・（SDGsとの関連）１～５，７～10，12～17
・（連携）NPO法人，金融機関，学校家庭クラブ活動等
・（章の関連）第１，10～11章
・（他教科・科目関連）地理総合，公共，政治・経済，情
報Ⅰ

5家計をマネジメントする 244～249 5

月 時数 単元名 項目名 学習指導要領

重点的に評価する観点

4月

家庭科の学び方
ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

2
・ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活動の意義と実施方法について理解する。
・自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生活上の課題を設定し，解決方法を考え，計画を立
てて実践しようとする。

・学校全体の教育活動と関連させる。
・地域の社会福祉協議会等と連携させる。
・ホームプロジェクトにつながるよう，生活から課題を見
つけることを常に意識させる。
・ホームプロジェクトは長期休み等に実施する。

・レポート
・ワークシート
・学習ノート
・実験・実習レポート
など

〇 〇

教科書頁 配当時数 時数計 学習のめあて 備考（学習活動の特記事項，他教科との関連等） 課題・提出物等

・自立した生活を営むために，生涯発達の視点からライフステージの特徴と課題を理解する。

・今までの自分を客観的に振り返らせる。
・「18歳成年時代」の自立について特に考えさせる。
・ライフコースの参考になる各種例や資料を示し，集め
させる。
・（SDGsとの関連）１，８，10～12，17
・（連携）社会福祉協議会，NPO法人等，学校家庭クラ
ブ活動等
・（章の関連）第２～11章，「TRYライフプラン」
・（他教科・科目関連）総合的な学習の時間（キャリア教
育）

〇 〇

教科 学科等 使用教科書名（出版社）

家庭 全日制・普通科・１・２年 家庭総合　自立・共生・創造（東京書籍　家総701）

科目の
目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。
（1）人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに，それらに係る技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。
（2）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決
する力を養う。
（3）様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

評価の観点（科目）

主体的に学習に取り組む態度

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課
題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善した
りして，地域社会に参画しようとするとともに，生活文化
を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図るた
めに実践しようとしている。

1 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

家庭科の学び方

生活に生かそう・自分の意見を文章にまとめよう

1人生を展望する

・人の一生について，自己と他者，社会との関わりから様々な生き方がある
ことを理解している。

・生涯を見通した自己の生活について主体的に考え，ライフスタイルと将来の家庭生
活及び職業生活について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

2目標を持って生きる

・自立した生活を営むために必要な情報の収集・整理を行い，生涯を見通し
て，生活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性について理解を深め
ている。

 ・生涯を見通した自己の生活について主体的に考え，ライフスタイルと将来の家庭生
活及び職業生活について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

1 人生をつくる
・生涯発達の視点で青年期の課題を理解している。

2 家族・家庭を見つめる

・家族・家庭の機能と家族関係について理解を深めている。 ・男女が協力して，家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について
問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを
根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

3 これからの家庭生活と社会

・家族・家庭生活を取り巻く社会環境の変化や課題について理解を深めてい
る。
・家族・家庭と社会との関わりについて理解を深めている。

・家庭や地域のよりよい生活を創造するために，自己の意思決定に基づき，責任を
もって行動することについて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を
評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。

1 命を育む
・生涯発達の視点で青年期の課題を理解している。

2 子どもの育つ力を知る
・乳幼児期の心身の発達と生活について理解している。

3 子どもと関わる

・親の役割と保育について理解している。 ・子供の健やかな発達のために親や家族及び地域や社会の果たす役割の重要性に
ついて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

4 子どもとの触れ合いから学ぶ
・乳幼児と適切に関わるための基礎的な技能を身に付けている。

1 超高齢・大衆長寿社会の到来
・高齢者を取り巻く社会環境について理解している。

2 高齢者の心身の特徴
・高齢期の心身の特徴について理解している。

3 これからの超高齢社会

・高齢者の尊厳と自立生活の支援や介護について理解している。
・生活支援に関する基礎的な技能を身に付けている。

・高齢者の自立生活を支えるために，家族や地域及び社会の果たす役割の重要性に
ついて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

1 私たちの生活と福祉
・生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解し
ている。

2 社会保障の考え方
・生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解し
ている。

3 共に生きる

・家庭や地域及び社会の一員としての自覚をもって共に支え合って生活することの重
要性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付
けている。

1食生活の課題について考える
・ライフステージに応じた栄養の特徴について理解している。

2 食事と栄養・食品

・食品の栄養的特質について理解している。
・食品の調理上の性質について理解している。

・食品の調理上の性質について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実
践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。

3 食生活の選択と安全

・健康や環境に配慮した食生活について理解している。
・食品衛生について理解している。

・食の安全について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改
善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を
身に付けている。

4 生涯の健康を見通した食事計画
・ライフステージに応じた栄養の特徴について理解している。
・自己や家族の食生活の計画・管理に必要な技能を身に付けている。

5 調理の基礎
・おいしさの構成要素について理解している。
・目的に応じた調理に必要な技能を身に付けている。

6食生活の文化と知恵

・食文化の継承を考慮した献立作成や調理計画について問題を見いだして課題を設
定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に
表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

7これからの食生活

・健康や環境に配慮した食生活について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構
想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付けている。
・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう，安全で安心な生活と消費につ
いて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

1被服の役割を考える

・ライフステージや目的に応じた被服の機能と着装について理解している。 ・被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。

2被服を入手する

・被服材料について理解している。
・被服構成について理解している。
・被服衛生について理解している。

3被服を管理する
・被服の計画・管理に必要な技能を身に付けている。

4衣生活の文化と知恵

・被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。

5これからの衣生活

・健康で快適な衣生活に必要な情報の収集・整理ができる。 ・被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。
・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう，安全で安心な生活と消費につ
いて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

1住生活の変遷と住居の機能

・ライフステージに応じた住生活の特徴について理解している。 ・住居の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。

2安全で快適な住生活の計画

・防災などの安全や環境に配慮した住居の機能について理解している。
・適切な住居の計画・管理に必要な技能を身に付けている。

3住生活の文化と知恵

・住居と地域社会との関わりについて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付けている。

4これからの住生活

・住居の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。
・住居と地域社会との関わりについて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付けている。
・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう，安全で安心な生活と消費につ
いて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

1情報の収集・比較と意思決定

・消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費行動における意思決定
について理解している。
・生活情報を適切に収集・整理できる。

・自立した消費者として，生活情報を活用し，適切な意思決定に基づいて行動すること
について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察
したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。

2購入・支払いのルールと方法

・消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう契約の重要性について理解
している。
・消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費者保護の仕組みにつ
いて理解している。

3消費者の権利と責任

・消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現状と課題につ
いて理解している。

・責任ある消費について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

4生涯の経済生活を見通す

・家計の構造について理解している。
・家計管理について理解している。

・生涯を見通した生活における経済の管理や計画の重要性について問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づい
て論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

5これからの経済生活

・生活における経済と社会との関わりについて理解している。 ・責任ある消費について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

第10章
持続可能な生活を営む

1持続可能な社会を目指して

・生活と環境との関わりについて理解している。
・持続可能な消費について理解している。
・持続可能な社会へ参画することの意義について理解している。

・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう，安全で安心な生活と消費につ
いて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，持続可能なライフスタ
イルと環境について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活
の充実向上を図るために実践しようとしている。

第11章
これからの生活を創造する

1生活をデザインする

・人の一生について，自己と他者，社会との関わりから様々な生き方がある
ことを理解している。
・自立した生活を営むために必要な情報の収集・整理を行い，生涯を見通し
て，生活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性について理解を深め
ている。

・生涯を見通した自己の生活について主体的に考え，ライフスタイルと将来の家庭生
活及び職業生活について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，生涯の生活設計につ
いて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとしている。

単元名 項目名

家庭科の学び方
言語活動の充実
巻頭・各章末
ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

・ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活動の意義と実施方法について理
解している。

・自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生活上の問題について問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づい
て論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

・子供の健やかな発達のために地域や社会の果たす役割の重要性について問題を見
いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に
基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

第3章
子どもと共に育つ

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，子供の生活と保育に
ついて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地
域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を
図るために実践しようとしている。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，青年期の自立と家
族・家庭について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善し
たりして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の
充実向上を図るために実践しようとしている。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，ホームプロジェクトと
学校家庭クラブ活動について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，
地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

第1章
生涯を見通す

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，生涯の生活設計につ
いて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとしている。

第2章
人生をつくる

※内容により，同じ評価の観点が重複して複数箇所に入っている場合があります。

評価の観点

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，住生活と住環境につ
いて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとしている。

第９章

経済生活を営む

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，生活における経済の
計画について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したり
して，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。
・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，消費行動と意思決定
について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，
生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

第８章

住生活をつくる

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，衣生活と健康につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域社
会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図る
ために実践しようとしている。

第７章

衣生活をつくる

第６章

食生活をつくる

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，食生活と健康につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域社
会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図る
ために実践しようとしている。

第5章
共に生き，共に支える

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，共生社会と福祉につ
いて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとしている。

第4章
超高齢社会を共に生きる

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，高齢期の生活と福祉
について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，
地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上
を図るために実践しようとしている。

5 これからの保育環境

・子供を取り巻く社会環境について理解している。
・子育て支援について理解している。

豊富な資料で家庭科教育をサポートいたします。

※リニューアル予定。
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はじめに

　1996年に法制審議会が民法の一部を改正す
る法律案要綱（以下、民法改正要綱案）を答申
してから四半世紀以上が経過した。民法改正要
綱案には、女性の待婚期間の短縮や嫡出でない
子の平等化等、婚姻制度の抜本的な見直しを迫
る重要な内容が盛り込まれている。それらのう
ち、今なお立法上の手当の見通しすら立ってい
ないのは夫婦別姓制度だけである。
　民法改正案要綱案が答申された 1996年は、
高等学校家庭科の男女必履修の実施から 2年後
に相当する。1998年から使用が始まった家庭科
の教科書（東書、家庭 532）をみると、「結婚後
夫婦はどちらかの姓（氏）を名乗ることになっ
ているが、姓名はその個人に固有のものである。
どちらの姓になる場合でも、改姓する側に心理
的、社会的不都合が生じやすいので、実質的な
平等のために、夫婦同姓、別姓どちらでも選択
できる制度への改正が検討されている。」
（p.19）と記されている。これを受けて、生徒た
ちを前に「皆さん方が結婚する頃には、希望す

れば夫婦がそれぞれの姓を名乗ることもできる
ようになる」といった話をした経験をもつ先生
も少なくないことだろう。本稿では選択的夫婦
別姓制度を巡る動向を整理する。家庭科の授業
作りの参考になれば幸いである。

1．選択的夫婦別姓制度とは

　現行民法では、「夫婦は、婚姻の際に定めると
ころに従い、夫又は妻の氏を称する。」として夫
婦同氏の原則を定めている（750条）。選択的夫
婦別姓制度を導入すると、婚姻後、夫婦同姓の
ほかに、希望すれば夫婦それぞれが婚姻前の姓
を名乗ることを選択できるようになる。その際、
子どもは全員、夫婦どちらかの同一の姓を称す
ることとされている。
　日本における夫婦同姓制度は明治の旧民法に
始まる。江戸時代はそもそも農民・町民には氏
の使用が認められていなかった。明治 3（1870）
年の太政官布告により平民に氏の使用が認めら
れるようになり、同 8年に義務化された。明治
31年に成立した旧民法では、夫婦の氏について
の直接的な規定はなく、家制度を導入し夫婦と
もに家の氏を称することを通して同氏になると
いう考え方が採用された。戦後、家制度は廃止
されたが、夫婦同姓制は改正民法（1947年成
立）に引き継がれ、今日に至っている。
　法務省（HP）によれば、婚姻による夫婦同姓
制度を採用している国は日本だけである。夫婦
同姓と夫婦別姓の選択を認める国としてアメリ
カ合衆国、イギリス、ドイツ、ロシアなど、夫
婦別姓を原則とする国にはカナダ（ケベック
州）、韓国、中国、フランス、フィンランドなど
がある。そのほか、夫の姓は変更せず妻のみが
結合姓となる国にイタリアがある。別姓の場合、
子どもはどちらか一方の姓を選択する（ドイ
ツ）、一方の姓か父母の姓を並べた併記姓（フラ
ンス）、複合姓（フィンランド）を選択する、な
どが多い。フランスでは、2022年、母親と異な
る姓の子が病院で診察拒否に遭ったシングルマ
ザーの女性の活動をきっかけに、成人子は簡単
な届け出だけで父母の一方の姓か併記姓に変更
できる法律が成立した。

巻 頭 言
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2．国連の立場

　選択的夫婦別姓制度が日本で議論されるよう
になった背景には、1985年に批准した女子差別
撤廃条約の存在がある。同条約には「姓を選択
する権利」が明記され（16条 1項）、締約国に
は夫と妻が同一の個人的権利を確保するための
適当な措置をとるよう求めている。国連の立場
は明確である。女性も選択肢をもつべきだとい
う立場である。国連女子差別撤廃委員会は日本
政府に対し、夫婦同姓を強制する現行規定を改
善するよう再三勧告し、2018年には「既婚女性
が婚姻前の姓を保持することを可能にする法整
備を行うこと」を求めた。日本政府の回答では、
第 5次男女共同参画基本計画において、国民の
意見や国会の議論、司法の判断を踏まえて検討
を進めたり、旧姓の通称使用の拡大やその周知
に取り組んだりすることを定めている点などが
示されるに留まった。
　ところで旧姓の通称使用は 1994年の民法改
正要綱試案で夫婦別姓制度の導入方法の際の選
択肢の 1つとして示されたものだが、長期的展
望に立つ制度としては却下され、「婚姻制度等
の見直し審議に関する中間報告」や民法改正要
綱案では採用されなかった。それにも関わらず、
世論調査には選択肢の一つとして必ず登場する。
住民票やマイナンバーカード、運転免許証等へ
の旧姓併記を可能とするほか、各種機関にも旧
姓併記の可否を調査するなど、選択的夫婦別姓
制度の代替案の普及に対する政府の熱の入れよ
うには驚くばかりである。

3．司法の判断

　最高裁判所は 2015年と 2021年の二度にわた
り、夫婦同姓は「憲法に違反しない」（＝合憲）
との判断を示している。法廷での主な争点は、
夫婦同姓が憲法の保障する個人の尊厳（第 13
条、第 24条 2項）や婚姻の自由（24条 1項）、
平等権（第 14条 1項、24条 2項）の侵害に該
当するかという点である。
　2015年の判決では、夫婦同姓制度は社会に定
着しており集団の単位である家族の呼称を 1つ

にするのは合理性があるとの理由が示された
（合憲 10人、違憲 5人）。選択的夫婦別姓制度の
導入の是非については触れられず、補足意見に
おいて同制度の導入は司法の判断ではなく国会
による立法で解決すべき問題であるとされた。
21年の判決も 15年判決をほぼ踏襲するもので
あり、仕事をもつ女性が増えたことや選択的夫
婦別姓に賛成する人が増えているなど最近の事
情を踏まえても、判断を変更すべきとは認めら
れないとされた（合憲 11人、違憲 4人）。

4．世論調査

　「家族の法制に関する世論調査」においては、
「夫婦別姓制度導入の法改正」を支持する割合
は 1996年の 32.5％から 2017年の 42.5％に増
えた。年齢層別にみると若い層で支持が高く、
2017年調査では家族形成期の 20歳代、30歳代
での支持が 50％を超えている。
　2021年の最新の調査では、若い層で法改正を
支持する割合が高いものの、全体でみると「夫
婦別姓制度導入の法改正」を支持する割合は
28.9％、「旧姓の通称使用の法制度化」の支持は
42.2％であり、法改正に対する支持はここにき
て急に低下したようにみえる。しかし、2021年
調査では設問や回答の仕方がこれまでとは大き
く変更されている。さらに同調査では、夫婦の
姓の在り方を問う設問の前に夫婦別姓による
「子への好ましくない影響」について選択肢を
示して具体的に問う設問が追加され（問 11）、
夫婦別姓制度に対する不支持へと誘導するキャ
リーオーバー効果がみてとれる。そもそも選択
肢に盛り込まれている「旧姓の通称使用の法制
度化」は民法改正要綱案の審議過程で却下され
たものであることはすでに述べた通りである。

おわりに

　適切な情報を収集し、多くの選択肢を多角的
に検討する中で意思決定を行う学びは家庭科の
中心に位置づくものだ。婚姻後の姓を巡る問題
はその恰好の材料となろう。だれもが尊重され
自分らしく生きることができる社会に向けて、
家庭科での学びが役立つことを願ってやまない。
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山口麻希	 静岡県立三島南高等学校教諭
山口弥寿子	 水城高等学校教諭

［キャリア教育に関する校閲］	 藤田晃之	 筑波大学教授
［消費者教育に関する校閲］	 角田真理子	 明治学院大学教授
［環境教育に関する校閲］	 鶴田順	 明治学院大学准教授

［色彩デザインに関する編集協力］	 色覚問題研究グループぱすてる

東京書籍株式会社

この教科書は，次のような工夫
や配慮を行っています。

〇�全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザインしています。

〇�見やすく読み間
違えにくいユニ
バーサルデザイ
ンフォントを採
用しています。

〇�生徒の負担に配慮し，軽量な紙を
使用しています。

〇�再生紙・植物油
インキを使用し
ています。

〇�印刷業界団体が定めた環境配慮
基準を満たす「グリーンプリン
ティング認定工場」で印刷してい
ます。
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●表紙　福家聡子　　●表紙撮影　岡本好明（FREE SECTION）
●表紙・本文デザイン　フレーズ（大薮胤美･宮代佑子･内海桂子）
●写真・資料協力（高等学校）　北海道札幌北高等学校／山形県立新庄南高等学校金山校／福島県立福島北高等学校／群馬県
立前橋西高等学校／千葉県立千葉東高等学校／千葉県立若松高等学校／東京都立井草高等学校／大森学園高等学校（東
京都）／お茶の水女子大学附属高等学校（東京都）／実践学園高等学校（東京都）／富山県立氷見高等学校／岐阜県立
益田清風高等学校／愛知県立愛知商業高等学校／愛知県立大府高等学校／東海大学付属仰星高等学校（大阪府）／兵庫
県立伊丹西高等学校／奈良県立磯城野高等学校／和歌山県立日高高等学校／岡山県立井原高等学校／山口県立山口農業
高等学校／徳島県立城南高等学校／徳島県立名西高等学校／熊本県立苓明高等学校／大分県立日田林工高等学校
●写真・図版・イラスト・協力　　アーテファクトリー／秋田県庁／朝日新聞社／麻生偉宏／アビリティーズ・ケアネット／
アフロ／アマナイメージズ／EICネット（環境イノベーション情報機構）／イー・カンパニー／イクメンプロジェクト事
務局／Igloo*dining*／茨城県庁／岩手日報社／インフォコム／上田滋郎／雨月衣／ACE／オーエックスエンジニアリング
／大阪市交通局／大阪府庁／大阪府ペストコントロール協会／大竹裕／Over the Rainbow／沖縄県庁／奥村彪生／小野
崎秀子／Office LAC-U／海外環境協力センター／花王／花王健康科学研究会／加賀染振興協会／カミテ／川原町屋／京都
新聞／くどうのぞみ／クラレ／ケイアイスター不動産／京王プラザホテル／ゲッティイメージズ／厚生労働省／ゴール
ドウイン／コクヨ／古紙再生促進センター／越野建設／こばやしあやな／駒場苑／齋藤陽子／ザ・ウールマーク・カン
パニー／さくらプロダクション・日本アニメーション／産業環境管理協会／サントリー／シェアフラット馬場川／JMC
／時事通信フォト／島根県庁／島内美和子／下村しのぶ／ジャパンスポーツ／正田えり子（asterisk-agency）／すぎや
まえみこ／積水ハウス／TAGインターナショナル／田中優／田村公生／千葉市立轟保育所／ディープネットワークアレ
ンジメント／帝人／電気通信事業者協会／東海教育産業／東京急行電鉄／東京都交通局／東レ／富山県庁／中野区役所
／長良医療センター／名古屋市南区社会福祉協議会／西陣織工業組合／日東書院本社／日本化学繊維協会／日本ガラス
びん協会／日本環境協会／日本空港ビルデング／日本社会福祉弘済会／日本情報経済社会推進協会／日本通信販売協会
／日本防炎協会／日本洋傘振興協議会／野々花染工房／芳賀ライブラリー／濱村英治／ピースローブ／ピロレーシング
（長屋宏和）／フェアトレード・ラベル・ジャパン／藤森研究室／フットマーク／フレーベル館／文化シヤッター／松
永知恵美／マンウ／ミズノ／三井住友カード／御堂義乘／宮崎建設／MUNE Pro／メディア・ユニバーサル・デザイン協
会／山口市消防本部／ユニチカ／ユニバーサルスポーツマーケティング／ユニフォトプレス／ゆりかもめ／レイクス・
トウェンティワン／和久田容代

この教科書はカラーバリアフリーを含むユニバーサルデザインに配慮しています。
この教科書は再生紙・植物油インキを使用しています。

監修代表
牧野カツコ　お茶の水女子大学名誉教授
　　　　　　宇都宮共和大学教授

　
河野公子　聖徳大学大学院非常勤講師

著作関係者

新井映子 静岡県立大学教授
上野顕子 金城学院大学教授
川端博子 埼玉大学教授
小清水貴子 静岡大学准教授
駒場千佳子 女子栄養大学助教
園田菜摘 横浜国立大学准教授
直井道子 東京学芸大学名誉教授
永瀬伸子 お茶の水女子大学大学院教授
長津美代子 群馬大学名誉教授
増茂智子 日本女子大学非常勤講師

三ツ井紀子 元千葉大学教授
村田あが 跡見学園女子大学教授
小串美惠子 元神奈川県立逗子高等学校教諭
髙木優子 静岡県立静岡農業高等学校教諭
黒川佳子 福島県立郡山萌世高等学校教頭
佐々木麻紀 大妻中学高等学校非常勤講師
真田知恵子 千葉県立千葉東高等学校教諭
葭内ありさ お茶の水女子大学附属高等学校教諭
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名前

代表

牧野カツコ	 	お茶の水女子大学名誉教授	 	
宇都宮共和大学特任教授

顧問

河野公子	 聖徳大学非常勤講師

岩手県立平舘高等学校
茨城県立土浦第二高等学校
千葉県立柏中央高等学校
千葉県立若松高等学校
お茶の水女子大学附属高等学校（東京都）
新潟県立新潟県央工業高等学校
長野県飯田OIDE長姫高等学校

城南高等学校（岐阜県）
岐阜聖徳学園高等学校（岐阜県）
静岡県立静岡農業高等学校
静岡県立静岡高等学校
静岡県立清水東高等学校
京都府立清明高等学校
羽衣学園高等学校（大阪府）

兵庫県立伊丹西高等学校
奈良県立山辺高等学校
岡山県立津山東高等学校
広島県立湯来南高等学校
山口県立岩国高等学校
山口県立豊北・下関北高等学校
徳島県立城西高等学校
高知県立安芸高等学校

この教科書を使う皆さんへ　代表　牧野カツコ

著作関係者

写真・取材協力（高等学校）

新井映子	 静岡県立大学教授
川端博子	 埼玉大学教授
菊池いづみ	 日本社会事業大学教授
小清水貴子	 静岡大学准教授
駒場千佳子	 女子栄養大学専任講師
坂本有芳	 鳴門教育大学准教授
佐々木麻紀	 恵泉女学園中学・高等学校教諭
佐藤裕紀子	 茨城大学教授
真田知惠子	 千葉県立千葉女子高等学校教諭
杉井潤子	 京都教育大学教授

園田菜摘	 横浜国立大学教授
髙木優子	 静岡県立駿河総合高等学校教諭
髙橋桂子	 実践女子大学教授
田中美和子	 兵庫県立伊丹北高等学校教諭
濱田仁美	 東京家政大学准教授
藤村千恵美	 茨城県立土浦第二高等学校教諭
藤原葉子	 お茶の水女子大学教授
村田あが	 跡見学園女子大学教授
山田文	 静岡県立静岡高等学校教諭
葭内ありさ	 お茶の水女子大学附属高等学校教諭

編集協力者
石川恵美	 千葉県立千城台高等学校教諭
上野顕子	 金城学院大学教授
岡陽子	 佐賀大学教授
蟹江教子	 宇都宮共和大学教授
川田菜穂子	 大分大学准教授
川邊淳子	 北海道教育大学旭川校教授
神田由紀	 聖徳大学准教授
北口暁子	 奈良県立生駒高等学校教諭
佐藤真理子	 文化学園大学教授
高橋久美子	 山形県立山形北高等学校教頭
瀧元有理	 湘南白百合学園中学・高等学校教諭

寺田拓也	 静岡県立島田商業高等学校教諭
都甲由紀子	 大分大学准教授
中島美保子	 大阪府立阿倍野高等学校教諭
中山雪江	 千葉県立千葉西高等学校教諭
萬羽郁子	 東京学芸大学准教授
平野順子	 東京家政大学准教授
俣倉朋美	 新潟県県民生活・環境部県民生活課主任
万年美喜子	 神奈川県立相模向陽館高等学校教諭
御園生祥子	 千葉県立千葉女子高等学校教諭
山口麻希	 静岡県立三島南高等学校教諭
山口弥寿子	 水城高等学校教諭

［キャリア教育に関する校閲］	 藤田晃之	 筑波大学教授
［消費者教育に関する校閲］	 角田真理子	 明治学院大学教授
［環境教育に関する校閲］	 鶴田順	 明治学院大学准教授

［色彩デザインに関する編集協力］	 色覚問題研究グループぱすてる

東京書籍株式会社

　家庭科は，あなたのための教科です。この教科書のたくさんの口絵やもくじをじっくり見てください。
あなたがいま，これから，どう生きるかに役立つ内容がぎっしり詰まっています。家庭科は充実した生活
と人生を送るために欠かせない教科です。この教科書で，家庭科の魅力と威力を知ってください。卒業
後もずっと頼りになる大切な友達となるでしょう。
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この教科書は，次のような工夫
や配慮を行っています。

〇�全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザインしています。

〇�見やすく読み間
違えにくいユニ
バーサルデザイ
ンフォントを採
用しています。

〇�生徒の負担に配慮し，軽量な紙を
使用しています。

〇�再生紙・植物油
インキを使用し
ています。

〇�印刷業界団体が定めた環境配慮
基準を満たす「グリーンプリン
ティング認定工場」で印刷してい
ます。
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毎授業の学習内容が
SDGsのどの目標と
関連しているか，
生徒が考えて記入する
ことができます。

Point 2

	評価の3観点を意識した編集

準拠 準拠

準拠
教材

３観点評価を
意識した
授業に！

学習内容の
要点整理に！

宿題や
家庭学習に！反転学習に！定期考査前の

まとめに！

�付録として
SDGs シールが付きます
（1冊につき 1枚）。

教科書完全準拠で，
教科書を読みながら
自学自習で進める
ことができます。

学習ノートを予習課題として
基礎的な知識・技能は自分で学び
ご授業では話し合いや体験的な
学習を充実させるなど，
反転授業にも活用いただけます。

動画やシミュレーションなど，
豊富なQRコンテンツで，
より学習を深めることができます
（教科書「QRコンテンツ」を
利用したコンテンツ）。

	自習・宿題・定期考査前・
	 反転授業の課題に

	プリントなどで使えるSDGsシール
	自分で考えて書く「今日のSDGs」

Point 1 自学自習に役立つ！ Point 2 SDGsの学習に役立つ！

Point 3 評価に役立つ！

Point 1

Point 1

Point 1

Point 2
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Point 3 評価に役立つ！

教師用
朱書編データ
ご購入校は，弊社教師用ウェブサイト
にて教師用朱書のPDFデータをダウン
ロードしていただけます。

※�毎年春に，最新年度版データがダウ
ンロード可能です。詳しくは弊社「指
導書サポートページ」をご覧ください。

評価の観点マークと
ご指導のヒントを掲載し,
評価をしやすくしています。

▲ 基礎 p.116

▲ 基礎 p.62−63

教科書の指導資料（別売）には，
Googleフォーム版とMicrosoft Forms 版も

ご用意しております。

さらに… 
教科書の指導資料（別売）には学習ノートの
Word（生徒用）・PDF（生徒用・教師用朱書）データを収録。
教師用朱書データには，各設問の
「評価の観点例」（知・思・態）もご紹介しています。

知識・技能 主体的に学習に
取り組む態度

思考・
判断・表現

▲ 基礎 p.123

▼ 基礎 p.1

学習ノート準拠教材

評価の3観点を意識した編集
観点 1 観点 2 観点 3

評価の観点
マーク

ご指導の
ヒント

巻頭に，生徒の思考の深まりを
見取るのに役立つ
「家庭科の学びポートフォリオ」
ページを設けました。

巻末に
「家庭科の学習を振り返ろう」
の記述問題を設けました。

章末に「重要ワードCHECK!」があり，
小テストとして活用可能です。

観点 1
各見開きに，
生徒の振り返りを促す
「自己評価欄」を
設けました。

観点 3
教科書のグラフ読み取りや
自分の考えの記述，調べ学習など，
生徒にしっかりと考えさせる
設問も用意しています。

観点 2

観点 2 観点 3

教科書完全準拠で，
基礎的・基本的な
内容を網羅しています。

観点 1
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資料＋成分表  スーパーライブ　 ビュー

スーパーライブビュー AB判 オールカラー 360ページ
定価950円（本体864円）

　教科書の学習をさらに深める資料や，視野を広げる特集
を豊富に掲載した資料編と，「日本食品標準成分表2020
年版（八訂）」に準拠した成分表編で構成されています。
成分表編は，グラフと表の2パターンを掲載しています。

▲ p.54−55

標準
教材

資料編

教師用DVD-ROM

●グラフデータ
　資料編に掲載している
グラフの画像データを収
載しました。プリントづく
りにお役立てください。

JPEG

資料＋食品成分表

スーパー
ライブビュー

　基本的な調理用語を50音順に配列していま
す。「調理の基本」では，「ゆでる」「炊く」「煮
る」などの調理の基本を写真や図を使ってコン
パクトにまとめています。

　別冊 50音順�
調理の基礎知識
1

生徒用

　別冊 SDGs資料
「Take Action! SDGs」

2

　SDGsの解説資料を1冊にまとめました。

　SDGsシール（1枚）3

　SDGsの17の目標をシールにいたしました。家庭科の
ご授業や，高校でのさまざまな活動でご活用ください。

表・グラフやイラストを
多用し，データを視覚的に
見ることができます。

大学入試問題を参考にした
「発展」を設けました。
小論文対策に最適です。

話題性の高いデータや
２コマ漫画を用いた導入を
設けました。

教師用

●小論文解答例集
　資料編の「発展」に対する解答
例集データです。（一部を除く）

PDF

　食品成分表編の
写真データです。

（一部を除く）

●食品写真集 JPEG

付属品が
充実して
います！

8 9

Super Live View



標準教材
教材ラインナップ　一覧

教科書準拠教材

教番 コード 教材名 判型 本体価格 定価（税込）掲載ページ
家基701 38133 家庭基礎　学習ノート　自立・共生・創造 AB 518 570

2-5
家総701 38132 家庭総合　学習ノート　自立・共生・創造 AB 582 640

教番 コード 教材名 本体価格 定価（税込）掲載ページ

家基701
46461 デジタルワークブック

家庭基礎　学習ノート
［書籍購入済］※1 209 230

6-7
46261 ［書籍未購入］※2 518 570

家総701
46462 デジタルワークブック

家庭総合　学習ノート
［書籍購入済］※1 209 230

46262 ［書籍未購入］※2 582 640

※1　書籍版を「デジタルワークブック」よりも先，または同時に購入される場合は，［書籍購入済］価格でご購入いただけます。
※2　「デジタルワークブック」を先に購入し，後から書籍版を購入される場合は，［書籍購入済］価格への変更はできません。

＊本パンフレットに記載の内容および製品の仕様は予告なく変更する場合があります。
＊Microsoft，Microsoft Edge，Microsoft Forms，Windows は，マイクロソフトグループ企業の商標です。
＊Google，Chromebook，Chrome OS，Google Chrome，Google フォームは Google LLC の商標です。
＊iPad，iPad Air，iPad mini，iPadOS，iPad Pro，Safariは，米国およびその他の国で登録されたApple Inc. の商標です。
＊QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

家庭基礎　学習ノート
AB判　1色　128ページ
付属品：SDGsシール，別冊解答編

家庭総合　学習ノート
AB判　1色　144ページ
付属品：SDGsシール，別冊解答編

新
課
程
用

デジタルワークブック
家庭基礎　学習ノート

デジタルワークブック
家庭総合　学習ノート

書籍
学習ノート

クラウド配信
デジタルワークブック
※学習者用デジタル教材

標準教材

コード 教材名 判型 本体価格 定価（税込）掲載ページ
37730 スーパーライブビュー AB 864 950 8-9

資料+成分表　スーパーライブビュー
AB判　4色　360ページ
付属品：	 生徒用 �別冊50音順調理の基礎知識，	

別冊SDGs資料，SDGsシール
	 教師用 教師用DVD-ROM資料集

書籍

▲ p.142−143

▲ p.212−213

成分表編

◦グラフ形式
・�各食品に含まれる栄養素の量が，�
「見て分かる」グラフ形式です。
・�高校生に身近な食品をピックアップしています。
・食品の豆知識を掲載しています。

◦表形式
・�日本食品標準成分表 2020年版（八訂）掲載の�
ほぼ全ての食品・栄養素を掲載しています。
・食品の写真と，解説を掲載しています。

資料＋成分表  スーパーライブビュー
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